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中山間地域における地域資源の利活用について －長崎県式見地区の地域活性化グループの取り組みから－
図１：提案型協働事業公開プレゼンテーション審査会での提
案スライドから筆者が編集
　『式見郷土史』には記載がないが、四季美の代
表者である村上氏によると式見では戦前から終戦
直後まで「ひめかてし」の実から油を搾り、日常
生活にその油を用いていたと言う。戦後、ライフ
スタイルの変化によって「ひめかてし」の実から
搾油することはなくなり、近年に至っては耕作放
棄地の広がりと山林化の進行によって「ひめかて
し」の存在も当時の里山の景観も忘れ去られてい
た。
　図１からは「ひめかてし」を再び地域資源とし
て用いることによって式見や農業体験型公園施設
の活性化のみならず、里山の景観保全や文化継承
をはじめ、「ひめかてし」の油の製品化などを目
指したコミュニティビジネスとしてのプロジェク
トの試みが見てとれる。
　2009年、市民活動団体として市に登録した四季
美は、その後の団体の活動を「ひめかてし」の活
用を中心に据えて展開していっている。
２．在来知を用いた地域資源の活用
２．１  「ひめかてし」活用の具現化
　四季美は「ひめかてし」を地域資源として活用
するために「ひめかてし」の実からどのような工
程を経て搾油すればいいのか、搾油できるのであ
ればその搾油工程を当時の搾油機４を用いて再現
するためにどのような搾油機を製作すればいいの
か、高齢である会員の記憶と耕作放棄地の整備や
農作業を行うことで身についた技術と知識に頼っ
た。
　試行錯誤を繰り返した結果、昔ながらの方法で
の搾油工程は以下の８工程である。
姫椿プロジェクト
〇里山姫椿観察体験
〇昔ながらの器具を使って油搾り体験
↓
〇油搾りのノウハウの提供
〇散歩コースの追加、里山の景色向上
〇いこいの里の活性化、来園者の増加
〇菜の花、ひまわり等への応用など
表１：「昔ながらの姫椿油しぼり工程・四季美」から筆者が編集
① 採取した「ひめかて
し」の実の外皮をむ
く。
② １週間ほど実を天日
干しして水分をぬく。
③ 杵つきで実を細かく
し黒皮をはずして白
い実にする。
④ 黒皮と白い実を分離
する。
⑤ 白い実を袋につめる。
⑥ 袋ごと紐や縄で縛る。
⑦ 40分以上蒸す。
⑧ 蒸した実を搾り機に
かけて油をとる。
　また搾油機は、昔ながらの搾油機を再現するた
めに非常に固く丈夫な樫（カシ）と木材としても
使用される松（マツ）を切り出し製作された。（写
真１-６）
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　黒皮と分離した白い実をつめる袋や縛る縄は、
式見で自生しているヤシ科植物の棕櫚（シュロ）
を手作業で加工して用いている。
２．２  体験イベントの開催から商品化へ
　昔ながらの木製搾油機と８工程によって搾油で
きることを確認できた四季美は、2010年10月と11
月に木製搾油機を用いて「長崎市いこいの里あぐ
りの丘」で主に来園者を対象に無料の「姫椿油搾
り体験イベント」を開催することができた。前年
にもイベントを開催していたが、木製搾油機を用
いたのは、この年からである。その後、2014年ま
で毎年２回のペースで同様のイベントを開催し、
毎回、50名ほどの参加者たちがこの体験イベント
を通して「ひめかてし」や式見の里山の自然、歴
史、生活文化などについて知るきっかけを得るこ
とができた。５（写真７-８）
　2014年にイベントを終了した四季美は、活動目
標の１つでもある「ひめかてし」の油の製品化に
挑戦している。電気圧縮した空気圧によって実か
ら搾油する直圧式圧搾機を購入し、化粧品会社の
協力を得て少量ながら整髪料として製品化する事
にも成功した。販売経路は、インターネットを用
いた通信販売のみであるために、現在は、販売経
路の拡大と生産量の増量を視野に入れてビジネス
として採算が合うか模索と研究を続けている。
（写真９-10）
７
８
９
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３．在来知の継承
３．１  体験イベントを成り立たせている伝統的知
識
　四季美は、それまで未利用であった「ひめかて
し」を地域資源として見出し、昔ながらの「姫椿
油搾り体験イベント開催」を続け、近年では少量
ではあるが「油の商品化」という目標を達成する
ことができた。体験イベント開催のみに注目すれ
ば、「姫椿油搾り体験イベント」の他に式見の農
作地で収穫した小麦を材料にして、地元の小学
生・小中学校教員・婦人会を対象にした「収穫し
た小麦でうどんを作ろう講座」や「布草履作り講
習会」、そして大学生を対象にした「茶摘み体験
講座」など、式見の里山の自然環境から得られ、
継承されてきた伝統的な生活文化を体験学習とい
う形で地域住民や次世代の若者へ伝えていってい
る。そこで継承される知識は、いわば、その地域
固有の生活文化を成り立たせてきた伝統的知識で
ある。またそれら体験イベント自体を成り立たせ
ているのは、四季美の会員の取り組む意欲もさる
ことながら「姫椿油搾り体験イベント」の木製搾
油機や搾油工程の具現化で見られたように高齢の
会員の記憶や暮らしの中で身に着けてきた技術、
知識の活用に負うところが大きい。これら在来知
を今後どのようにして活用、継承していくのか
は、地域の未利用な地域資源の活用方法と付加価
値化を考えていく上で非常に重要である。
おわりに
　式見地域での活動団体「四季美」の取り組み
は、未利用な地域資源の活用方法とその付加価値
化をどのように図っていくかという試みである。
団体設立当初に掲げた活動目標とプロジェクトを
達成するために現在も活動は継続している。地域
では高齢化が進んでいるが、「ひめかてし」を地
域資源化していく過程をみると地域資源活用の担
い手が高齢の地域の住民であり、その地域の生活
を成り立たせてきた伝統的な技術や知識である在
来知の存在に注目できる。「ひめかてし」の商品
化は、まだ始まったばかりで少量ではあるが、コ
ミュニティビジネスとして創意工夫の余地は十分
あり、ここにも在来知を活用しながら付加価値化
を進めていく可能性が大きくあるだろう。式見地
域の経済的な活性化へとつなげるためには、まだ
課題は多いが、式見における四季美の継続的な取
り組みは、未利用な地域資源の活用方法と今後の
活動の方向に示唆を与えている。
　最後に現地や活動調査にご協力して下さった四
季美の代表である村上氏をはじめ、会員の方々、
式見地域の関係者にお礼を申し上げます。
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